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 基幹放送の安全・信頼性に関する技術基準としては、番組送出設備、中継回線設備、放送局の送信
設備について定められています。

 基幹放送の技術基準では番組の制作・編集設備は含まれていないことから、インターネット配信業
務においてもコンテンツの制作・編集設備は含まれないものと考えております。

 NHKではインターネット配信に関わる設備が数多くあるため、配信に大きく影響を及ぼす設備に
限定して機能および構成の概要についてご説明致します。

 インターネット必須業務化に向けて構成が変更になる設備、その後の放送センターの建て替え等に
伴って構成の変更を予定している設備もありますので、現状の構成としてご理解ください。

はじめに
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配信サービスの概要

放送・配信業務における設備概要と責任分界点

国内テレビ番組配信

国内ラジオ番組配信

国際テレビ／ラジオ番組配信

その他の配信
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配信サービスの概要
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配信サービスの全体概要（現状）
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国内 国際

テレビ ラジオ テレビ ラジオ

総合/Eテレ NHK BS/BSP4K/
BS8K

ラジオ第1(R1)/ラジオ第2(R2)/NHK-FM NHKワールド
JAPAN

（外国人向け・英語）

NHKワールド
・プレミアム

（在外邦人向け・日本語）

NHKワールド
JAPAN

（外国人向け・17言語）

NHKワールド
・ラジオ日本

（在外邦人向け・日本語）南関東エリア向け その他地域向け 東京＋拠点局発 その他地域向け

同
時
配
信

配
信
状
況

NHKプラスで配信中

※国内限定

実施なし 実施なし らじる★らじるで配信中
（R2は東京からのみ配信）

※国内限定

実施なし NHK WORLD 
JAPANで配信中

NHK WORLD 
PREMIUMで配信中

衛星からの直接受信によ
り無料で視聴できる、ノ
ンスクランブル時間帯の
一部番組を配信中
※海外のみ視聴可能

NHK WORLD 
JAPANで配信中

実施なし
（2022年度に配信終了）

視
聴
環
境

• ウェブ
• スマホアプリ

• ウェブ
• スマホアプリ

• ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

• ウェブ • ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

見
逃
し
（聴
き
逃
し
）配
信

配
信
状
況

NHKプラスで配信中 NHKプラスで一部の
番組を配信中

※テレビ波を持たない
南関東3局（横浜、千葉、
さいたま）、およびテレ
ビ波でローカル番組の
放送を行っていない3局
（釧路、北見、室蘭）を除
く47局が対象

実施なし らじる★らじるで配信中
東京発番組：配信中
拠点局発（R1,FM）：一部の
番組を配信中（ニュース配信
なし）

らじる★らじるで一部
の番組を配信中
（ニュース配信なし）

NHK WORLD 
JAPANで配信中

NHK WORLD 
PREMIUMで配信中

衛星からの直接受信によ
り無料で視聴できる、ノ
ンスクランブル時間帯の
一部番組を配信中
※海外のみ視聴可能

NHK WORLD 
JAPANで配信中

実施なし

視
聴
環
境

• ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

• ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

• ウェブ
• スマホアプリ

• ウェブ
• スマホアプリ

• ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

• ウェブ • ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

そ
の
他

配
信
状
況

• ニュース記事の配信
• 番組基本情報の配信
• 番組の一部を切り出した動画の配信 など

• 番組基本情報の配信
• 番組の一部を切り出した音声の配信
• ラジオ第１の主要ニュースはポッドキャストで全世界
に提供 など

• 多言語字幕配信 • 多言語字幕配信 • ラジオ第１の主要
ニュースはポッドキャ
ストで全世界に提供

視
聴
環
境

• ウェブ
• スマホアプリ（ニュースや切り出し動画など）

• ウェブ
• スマホアプリ（切り出し音声など）

• ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

• ウェブ • ウェブ
• スマホアプリ
• テレビアプリ

※ 改正放送法の施行（２０２５年１０月）以降は、「同時配信」「見逃し配信」「番組関連情報配信」が必須業務化されるが、「配信の実施のためなお準備又は検討を要するものとして総務大臣が指定するもの」は、
配信が猶予される。



同時・見逃し（聴き逃し）配信における補足
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フタかぶせ

番組(前半) 番組(中盤)

配信
（番組フタ）

番組(後半)

番組(前半) 番組(中盤)

OA

番組(後半)

番組(前半) 番組(中盤)

配信
（一部フタ）

番組(後半)

配信NG

※配信できない見逃し配信は、
編集にて差し替えるか
配信を停止する処置を行う

インターネット配信の権利がない番組を保護する目的で番組を別の映像・音声に差し替える「フタかぶせ」を実施

番組のすべての内容をフタかぶせする場合と番組の一部の内容をフタかぶせする場合がある

フタかぶせはシステムにより自動で制御する場合と運用にて手動で制御する場合がある

テレビ配信の場合は、映像・音声ともにフタかぶせをする場合と映像のみフタかぶせをする場合がある



同時・見逃し（聴き逃し）配信における補足
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ダーティ動画とクリーン動画

テレビの同時配信では放送された番組と同じ映像の「ダーティ動画」（時刻や速報、L字型画面等がそのまま画面上に載る）を配信

見逃し配信では、時刻や速報などが載っていない「クリーン動画」の配信も実施（「ダーティ動画」の場合もあり）

ラジオの同時配信もテレビ同様に速報等が割り込み・上のせされている「ダーティ音声」を配信し、聴き逃し配信では速報等が上のせ
されていない「クリーン音声」の配信も実施（「ダーティ音声」の場合もあり）

国内のテレビ放送でのクリーン動画はダーティ動画とともに配信基盤に収録され、放送終了後にほぼ遅滞なく公開される。
放送後にフタかぶせや、テロップ等の修正をする場合には、放送センター内に設置したクリーン動画を扱う設備（原盤制作提供設備）で
修正を行い、動画を差し替え

ダーティ動画（同時・追いかけ）

時報や速報、L字型画面が載っている

クリーン動画（見逃し配信）

放送終了後に動画が準備出来次第配信する

番組放送中 放送終了後



放送・配信業務における
設備概要と責任分界点
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放送・配信業務における設備概要と責任分界点
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インターネット配信業務においては、放送と比較しユーザー選択範囲が広く、NHKの責任範囲はCDNまでと
視聴アプリ・ウェブサイトの提供がNHKの責任の範囲と考える

放送は、送出側・受信側でARIB規格の
動作検証が行われ、規格に適合した受信
設備として出荷されている

一方、ネットサービスではOSやブラウザが
多種多様であり、NHKとしては広く一般に
利用できるように目指すもののアプリを
実行するすべての環境に対応することは
アプリの検証の観点から現実的ではない

また、NHKアプリの専用デバイスではない
ため、利用者によってCPUやメモリの使用
率、利用する回線（通信経路）なども異なる
ことから確実な動作を保証することは困難
である



国内テレビ配信

1
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地上配信基盤（本部・地域）

見逃し配信機能

MP4変換機能

簡易編集機能

編成配信管理

同時・追いかけ配信機能

フタかぶせ機能 編成配信管理

見逃し配信機能

コンテンツ保護機能

原盤動画変換機能

本部番組配信機能

地域番組配信機能

テレビ向け機能

生字幕同期機能

クリーン機能 1分見逃し機能

国内テレビ番組配信
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報道権利
情報設備

番組編成設備

マスター設備

フタかぶせ設備

フタかぶせ制御

ニュース配信動画
制作設備

原盤制作提供設備

クリーン動画
提供機能

放送番組ファイル
管理設備

DVB-ASI・SDI
混合伝送装置

生字幕同期装置

TS送信機（地域）

MP4アップロード
PC

本部

地域

同時・見逃し配信系統の概要

アプリ

プレイヤー

運用管理システム

番組情報

アクセス制御

認証

プレイリスト
作成

営業システム

Google
（Widevine）

Apple
（FairPlay）

CDN
CDN

CDN

クラウド利用 SaaS利用オンプレ設備

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

TS信号 SDI信号 ストリーム 制御情報・制御信号 番組データ等 ファイル

インター
ネット

視聴解析（QoS）

閲覧・利用計測

加重ルーティングポリシー
によりDNS応答を制御

専
用
回
線
（借
用
）



国内テレビ番組配信
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運用管理
コンソールUI

ログイン認証

運用端末 配信編成DB フタ情報キャッシュ

同時・見逃し
配信情報取得
原盤制作
提供設備

番組情報

フタかぶせ設備

ASI・SDI-TS
混合伝送装置

運用管理サーバ

アクセス制御

DRM
キーサーバ

見逃し配信用
オリジンサーバ

同時配信用
オリジンサーバ

EPGDB

EPGサーバ
CDN
(複数)

プ
レ
イ
ヤ
ー

ライセンス化

SRT
分配サーバ

TSプロセッサ(クリーン用)

VOD
管理

鍵情報取得

プレイヤー制御ファイル

クリーン動画

設備名（配信基盤設備）凡例 設備名（配信基盤外設備）

TSプロセッサ(ダーティ用)

生字幕同期装置

※ マルチAZ構成（AZ毎の記載は省略）

クラウド利用

加重ルーティングポリシー
によりDNS応答を制御

同時・見逃し配信系統（本部）

配信基盤の根幹となる機能を提供するサーバ

放送センターより伝送された放送信号（ダーティおよびクリーン）を
それぞれのTSプロセッサに分配するためのサーバ

放送信号の受信、変換を行うサーバ
• 映像、音声のデコードとEPG、字幕情報の抽出
• フタかぶせ処理、DRM処理
• 字幕ファイル生成 など

見逃し番組その他動画の
VOD配信管理機能

コンテンツの権利保護機能

配信基盤が出力した同時、追いかけ、見逃し用
ストリームファイルを格納するサーバ

オペレータが運用管理を
行うためのUI



国内テレビ番組配信
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配信基盤

V
P
N

札幌

TS送信機 1系 TS送信機 2
系

函館・旭川・帯広計8台

仙台

TS送信機 1系 TS送信機 2
系

計2台

名古屋

TS送信機 1系 TS送信機 2
系

津・岐阜計6台

広島

TS送信機 1系 TS送信機 2
系

計2台

松山

TS送信機 1系 TS送信機 2
系

計2台

福岡 北九州計4台

放送センター

拠点1系

拠点2系

大阪2系

大阪

計12台

京都・神戸・奈良・和歌山・大津

東京1系

東京2系＋拠点2系(＋大阪2系）
系)

拠点1系

大阪1系

全47局

編集機 PC MP4

修正ファイルアップロード用 インターネット回線（一般・固定IP）

×29局分

地方局×29

TS送信機 1系

TS送信機 2系

1局：計2台

4

混合伝送装置 1系

TS送信機 1系

1

2

5

3

12局

❺一般光回線+インターネット❶放送センター（2回線+VPN回線）
• 配信基盤へは2回線で冗長化
• VPN経由で拠点局2系を集約して配信

❷大阪局（2回線＋VPN回線）
• 配信基盤へは２回線のうち1回線で大阪1系を配信
• VPN経由で拠点局1系を集約して配信

❸拠点局・集約局（VPN回線）
• 1系は大阪、2系は放送センター宛てに配信

❹地方局（各局ごとに1回線）
• 配信基盤へ直接アップロード

■専用線：本部・地域配信のTS収録本線 ■MP4アップロード用回線

回線構成

29局 6局

マネージド
ルータ

ONU

TS送信機 1系

TS送信機 2系

マネージド
ルータ

ONU

ONU
(VPN)

マネージド
L3SW

ONU

ONU
（VPN)

ONU

TS送信機1系/2系ともに同一回線で伝送

マネージド
L3SW

ルータ ONU

フタかぶせ1系



国内ラジオ配信
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各拠点局（7局） 本部

国内ラジオ配信（オンプレ）
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同時配信系統（オンプレ）

マスター
出力

R1/FM

IP
コーデック

（R1）

IP
コーデック

(FM)

IP
コーデック

(R1)

時
報
カ
ッ
ト MTX

（フタかぶせ）

多重化
音声リミッタ
コンプレッサー

１
／
２
系
切
替
器

SW-HUB
ルーター

マスター出力
R1/FM

制御サーバー制御端末 制御端末

監視装置 監視端末

CDN

フィラー
無音

IP
コーデック

(FM)

番組編成情報

AES信号 SDI信号 ストリーム音声 制御情報・制御信号 番組データ

N
H

K
局

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回

線

同時配信

聴き逃し
作成基盤へ

オンプレ設備

エンコーダー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト



国内ラジオ配信 聴き逃し配信系統（クラウド）
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ラジオ配信設備
（オンプレ）

エ
ン
コ
ー
ダ
ー

同時配信収録

MP4⇒MP3
変換

番組情報管理 API

音
源
切
り
出
し
制
御

ストレージ

API（番組表）

ストレージ
パッケージング

手動音源取込

MP4

手動音源
トランスコード

MP4

手動
音源

MP4/MP3 インターネット公開基盤
（共通基盤）

そ
の
他

共
通
基
盤

Podcast

Web/画像等

聴き逃し配信

同時配信

API

本部／札幌／仙台／名古屋／大阪／広島／松山／福岡

本部、札幌、仙台、
名古屋、大阪、広島、
松山、福岡 以外
または差し替え時

CDNはシングル

※ マルチAZ構成（AZ毎の記載は省略）

※ 拠点放送局の音源は現時点ではシングル構成

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

聴き逃し配信系統（クラウド）

WEB
サーバー

クラウド利用

聴き逃し作成基盤

Ｃ
Ｄ
Ｎ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

手動
音源

ファイル

ストリーム音声

制御情報・制御信号

番組データ

クラウド内での通信

オンプレ設備



国際テレビ／ラジオ

配信

1
7



国際テレビ／ラジオ番組配信
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#2

#1

#2

#1

字幕※用
エンコーダ

World TV
（映像信号）

Worldプレミアム
（映像信号）

信号
変換器
（A/D）

World TV
（映像信号）
クリーン

多重化装置
（MUX） 信号分配器

…

World ラジオ
（音声信号）

GS1/GS2/RS1/
RS2/RS3/RS4/
RS5/RC1/・・・

SNS配信

字幕テキスト

…

信号発生器

※ CEA-608

同時配信系統（オンプレ）

見逃し・聴き逃し配信系統（オンプレ）

SDI信号 AES信号 アナログ信号 ストリーム LAN

ライブ用
エンコーダ

VOD用
エンコーダ

オンプレ設備



放送センター（オンプレ）

国際テレビ／ラジオ番組配信
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同時・見逃し・聴き逃し配信系統（クラウド）

国
際
マ
ス
タ
ー
設
備

VOD
エンコーダ

エンコーダ

ライブ
エンコーダ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ライブフタ
番組差替装置

手動制御

多言語字幕
生成（自動）

自動フタかぶせ
フタ動画

YouTubeLive用

音声切り出し

動画切り出し

番組編成情報

高ビットレート

パッケー
ジング

ストレージ
WEB

サーバー

インターネット公開基盤（共通基盤）番組ファイル制作システム

多言語字幕
生成（手動）

動画管理基盤

修正・差替の場合

新規の場合

緊急Live

フタかぶせ
スケジュール入力

● LIVE

OnDema
nd

/ondemand/video

/live

CDN
CDN

トランスコード

トランスコード

ファイル ストリーム音声 制御情報・制御信号 番組データ

番組情報－国際API

字幕入力
多言語用m3u8+vtt

英語ライブ用m3u8+vtt

マルチCDN

※ マルチAZ構成（AZ毎の記載は省略）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

CDNによりインターネット経由
とクラウドから直接がある

クラウド利用 SaaS利用オンプレ設備



その他の配信例

2
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公開基盤
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東京

コンテンツ制作システム

コンテンツ制作システム

コンテンツ制作システム

コンテンツ制作システム

コンテンツ制作システム

・・・・・・・・
・

コンテンツ制作システム

専用線

ファイル
受信

WEBサーバー

HTML等テキスト/画像など

動画・音声ストリーミング

パッケージング

大阪

ファイル
受信

WEBサーバー

HTML等テキスト/画像など

動画・音声ストリーミング

パッケージング

同期

アクセス
管理基盤

専用線

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

など

※ マルチAZ構成（AZ毎の記載は省略） CDNはシングル

ニュースや国際、スポーツなどのウェブページを公開している共通基盤（マルチリージョン構成）

HTMLなどのテキストファイルや画像などの公開に加え、動画・音声ファイルをストリーミングファイルに変換し、配信する機能も保持

※ リージョンはCDNのALB機能で自動切替

インターネット公開基盤

ファイル

ストリーム

東京リージョン
利用不可時は

アクセス先を変更
CDN

クラウド利用



東京

大阪

ニュース記事制作システム

公開基盤

22

記事受信・格納

ストレージ
（全国ニュース記事）

ストレージ
（地域ニュース記事）

記事提供

ＣＤＮ

CDNはシングル

クラウド利用

APIキー管理DB

※ WAFによりIPアドレス、特定のHeaderでアクセス制限

インターネットニュース
システム（全国）

インターネットニュース
システム（地域）

記事受信・格納

ストレージ
（全国ニュース記事）

ストレージ
（地域ニュース記事）

記事提供

APIキー管理DB

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

※ 現状、リージョンの切り替えはCDNでの
オリジンサーバーの切り替えが必要

ニュース防災アプリでニュース記事を表示するために用いられるAPIです。

ニュースAPI



その他の配信例
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インターネット配信用
アーカイブコンテンツ
管理システム（情報系）

公開DB

データ変換 DB API

WEBサーバー

クラウド利用

CMS

ＣＤＮ

CDNはシングル

パッケー
ジング

ストレージ
インターネット配信用
アーカイブコンテンツ
管理システム（動画系）

アクセス
管理基盤

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

※ 現状は多少系統が異なるが、上図の変更を検討中

インターネット公開基盤（共通基盤）

NHK for School

WEB
サーバー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

※ マルチAZ構成（AZ毎の記載は省略）



その他の配信例
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番組情報
データベース

CMS CMS CMS ID発番

番組情報
取得

同時・見逃し
配信情報取得

番組API

WEB
サーバー

検索
プロキシ

・・・・・・・・
・

編成情報
システム

テレビ
配信基盤

CDNはシングル

検索
エンジン

聴き逃し
配信情報取得

ラジオ
聴き逃し
基盤

検索
エンジン

・・・・・・・・・

専用線

クラウド利用

配信情報

配信情報

各番組の基本情報をNHKの標準的な形式でウェブページとして公開する基盤です。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

番組基本情報の配信

CDN

※ マルチAZ構成（AZ毎の記載は省略）
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